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ＪＡ女性部員に聞きました
わが家の正月料理を紹介します！

　今年もあと一ケ月となり、慌ただしくお過ごしかと存じます。
　最近は、お節料理を通販や量販店で購入し、お正月をお祝いするご家庭
も多いかと思います。
　今回は、実際に女性部員が、お正月に作っている家庭の味を紹介します。
　どのお料理もお正月にピッタリですが、日常でも召し上がれる料理ばか
りです。ご家庭でお試しいただければ幸いです。

ＪＡほくさい女性部　部長　長谷川タマ子

「ネギぬたの想い出」
　私の住んでいる北川辺伊賀袋地区は、砂目の土壌で
農作物が大変美味しく、以前はネギの生産が盛んでし
た。霜が降りた頃の伊賀袋ネギはとっても甘く、古河
市場で他の産地より人気があったと思います。
　ネギぬたは、金胡麻や味噌、酢、砂糖を合わせたタ
レに茹でたネギを和えた料理。私の家は正月やお祝い
の席では茹でたイカを入れ、お墓参りやお盆には蒟蒻
をいれて精進料理としていただきました。味噌は北川
辺の「みつか味噌」を使用しています。

江田　昌子

お料理や、旅行、ボランティア活動、グラウンドゴルフ大会など楽しく活動しています！
興味のある方は、下記担当者にご連絡ください！
本店・営農支援課　　担当：遠井　☎048-563-3000

ネギぬた

ＪＡほくさい女性部では一緒に活動する部員を募集しています！

ネギぬたのレシピ（４人分）

【材料】
ネギ　３本　　　　イカ　1/2杯
味噌　大さじ２　　金胡麻　大さじ５
砂糖　大さじ２　　酢　大さじ１

●江田昌子さんのプロフィール
・ＪＡ女性部北川辺支部部長
・キュウリとナスを生産する農家
・北川辺加工研究会で「みつか味噌」を製造

し、北川辺直売所などで販売しています。

【作り方】
①ネギを茹で、ザルにあけキッチンペー

パーで押して水気をきり5㎝長さに切
る。

②イカを茹で、3㎝長さに切る。
③金胡麻を炒って当たり鉢で擂る。
④❸と味噌、砂糖、酢をよく混ぜる。
⑤❶と❷を❹で和え器に盛る。

みつか味噌

お待ちしてま〜す！！

冬ネギで作ると
甘くて

美味しいよ

❷



「お多福豆を食べて１年幸せに」
　お多福豆はふくよかな「おたふく」の顔に似ている
ことから名付けられた完熟したそら豆で、字の通り福
を招く食べ物と言われています。わが家では年神様に
お供えし、家族で一緒にいただき、幸せな１年が過ご
せるようにお祈りしています。
　お多福豆は醤油でさっぱり煮るご家庭もあるかと思
いますが、我が家ではザラメで甘く煮ます。常備菜と
しても重宝しますよ。
　豆を煮る香りがすると、「今年もあとわずかだな」
と思います。　　　　　　　　　　　落合　ハツ子

「お節作りは年に１回のイベント」
　私はお節料理を毎年手作りしています。
　伊達巻や昆布巻き、黒豆煮、紅白なますなど。
　栗きんとんは家で採れたサツマイモで作ります。
　市松は、その柄が途切れることなく続いていくこと
から、繁栄の意味が込められていて、子孫繁栄や事業
拡大など縁起の良い模様です。
　大根と人参で紅白にすることでおめでたいお正月に
ピッタリの華やかな料理に仕上げました。
　因みに大根は自家製です。　　　　　 藤井　正子

お多福豆の煮ふくめ

紅白市松のチキンロール

お多福豆の煮ふくめ（４人分）

【材料】
そら豆（完熟）　200ｇ
重曹　小さじ１　　ザラメ糖　150ｇ
塩　小さじ1/2　　 水　200㏄

●落合ハツ子さんのプロフィール
・ＪＡ女性部羽生支部副部長
・特技はペーパークラフトで作るバック作り
・羽生農産物直売所で土日に「ハツ子ばあば

のシフォンケーキ」を販売しています

●藤井正子さんのプロフィール
・ＪＡ女性部騎西中央支部部長
・埼玉県のふるさとの味伝承士
・騎西農産物直売所で、「無花果ジャム」や「トマトジャム」、キュ

ウリの漬物で「きゅうりのＱ太郎」、「きゅうりのＱたん」、「丁
庵みそ」を販売

【作り方】
①鍋にたっぷりの水（分量外）、重曹を

入れ混ぜ溶かし、そら豆を一晩おく。
②❶の鍋を中火で熱し煮立ったら弱火

にして１時間程度茹でる。火を止めそ
のまま冷まし、水気をきる。

③そら豆と水、砂糖を鍋に入れ、中火
で煮立ったら弱火で20分煮る。最後
に塩を入れ５分煮る。

手作りシフォンケーキ

紅白市松のチキンロール（6本・12人分）

【材料】
鶏モモ肉　１枚250ｇ×6
大根　40ｇ×6　　人参　40ｇ×6
水　１㍑　　醤油　270㏄
酒　180㏄　　砂糖　180㏄
顆粒和風だし　10ｇ
サラダ油　適宜

【準備】
大根と人参は10㎝長さで1㎝角に切る。

【作り方】
①鶏モモ肉は開いてホークで刺す。
②大根と人参を互い違いに❶に乗せ巻

いて凧糸で結ぶ。
③鍋にサラダ油をひき❷を焼き色がつ

くまで焼いたら余分な油を拭き取る。
④煮汁の材料を鍋に入れ煮立たせたら

灰汁を取り、落し蓋をして中火で10
分煮て、落とし蓋を外して煮汁にとろ
みがつくまで煮詰める。

⑤1.5㎝に切り器に盛る。

無花果ジャムとトマトジャム

年末に
お多福豆煮を
作ってみて

クリスマスの
オードブル
としても

お勧めです

❸
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　当組合の監事は、経営の健全な発展に資するため、農協法（法第35条の５）及び農協法施行規則（第
81条）に基づき、理事の職務の適正な遂行を阻害する行為に関する情報（組合経営に関する事象
に限る）の提供を求めています。
　当組合の理事の組合経営に関する気になる行為について、見たり聞いたりした事柄があれば電話
または封書にて下記宛に連絡くださいますようお願いします。

ほくさい農業協同組合　監事会
　連絡先：住　　所　〒348-8513　埼玉県羽生市東7-15-3
　　　　　電話番号　048-561-6911　受付監事　常勤監事　高橋　浩　宛
　　　　　お電話の場合は、月曜日～金曜日、午前９時～午後５時までの間にお願いします。（休日を除く）
※当組合の業務に関する一般的な苦情については、別途窓口を設置しておりますので、そちらをご
利用ください。

※ご好意による情報提供であっても、誹謗・中傷に類似する内容のものは受付いたしかねますので、
予めご了承ください。

【一般苦情相談窓口】
　住　所　〒348-8513　埼玉県羽生市東7-15-3　　電話番号　048-561-6911
　担当部署名　企画管理部

ＪＡでは組合員のみなさまからの情報提供窓口を設置しています

☆おすすめ土づくり肥料

▲スターターキットの見本
（見本の規格になります。）

※スターターキット申込み時に簡単なアンケートにお答
えいただきます。

※納品に時間がかかる場合があります。
※スターターキットはなくなり次第終了します。
スターターキットの応募はデンカ株式会社のホー
ムページ https://denka-agri.jp/azu-liquid/
までお申込みください。

家庭菜園に頼れる肥料をご紹介します！

全農さいたま　肥料農薬課

❹



年末年始のＪＡ業務
月 日 一般業務 ＡＴＭ　8:00～21:00

R612月30日 月 通常営業

通常営業
令和７年１月２日㈭　即時振込休止

[休止時間：18：00~21：00]

12月31日 火

休業させていただきます

R7  １月１日 水
１月２日 木
１月３日 金
１月４日 土
１月５日 日
１月６日 月 通常営業

〈ＪＡの自動車共済等をご契約の方へ〉店舗休業日の交通事故の受付は、ＪＡ共済事故受付センター（☎0120-258-931）で承ります。
また、故障等レッカーロードサービスについては、ＪＡ共済サポートセンター（☎0120-063-931）にご連絡ください。なお、ＪＡ
共済日常生活事故対応センター（☎0120-628-931）は年中無休で受け付けいたします。受付時間9：00~21：00までの間にご連
絡ください。

月 日
行田燃料配送センター

（行田・川里・羽生のお客様）
☎048-556-1668

加須燃料配送センター
（加須・騎西・北川辺・大利根のお客様）

☎0480-61-4303
行田セルフＳＳ
給油7:00～21:00 ガスセンター

R612月30日 月 通常営業 通常営業 通常営業
12月31日 火 A重油のみ（予約分）の配送 ※ 営業時間19:00まで

休業させていただきます

☆休日・夜間の緊急連絡先
JAほくさい

ガスセンター
☎048-578-8416

R7  １月１日 水
休業させていただきます

休業させて
いただきます１月２日 木

１月３日 金 営業時間8:30～17:00
１月４日 土 A重油のみ（予約分）の配送 ※

通常営業１月５日 日 休業させていただきます
１月６日 月 通常営業 通常営業

※�31日・４日のA重油の配送は、30日までにご予約いただきましたお客様に限らせていただきます。緊急にA重油をご希望の方は、
31日・４日のAM９：30までに各配送センターまでご連絡ください。

月 日 行田直売所 羽生直売所 加須直売所 騎西直売所 北川辺直売所
R612月21日 土

通常営業
年末感謝セール 年末感謝セール

（12/24㈫　　
　　　臨時営業）

通常営業
通常営業

12月22日 日
12月23日 月

通常営業
12月24日 火 定休日
12月25日 水 定休日 定休日

通常営業

通常営業
定休日

12月26日 木
通常営業

通常営業

通常営業
12月27日 金
12月28日 土

年末感謝セール
年末感謝セール12月29日 日 年末感謝セール

12月30日 月 通常営業 通常営業
12月31日 火 正午まで営業

R7  １月１日 水

休業させていただきます
1/1(水)～1/5(日)

１月２日 木
１月３日 金
１月４日 土
１月５日 日
１月６日 月 通常営業

イベントの
ご案内

行田直売所 羽生直売所 加須直売所 騎西直売所 北川辺直売所
年末感謝セール
12/29㈰
☆1,000円以上お
買上げのお客 様
に粗品プレゼント
※200名様
☆お米特売

年末感謝セール
12/21㈯～12/22㈰
☆1,000円以上お
買上げのお客 様
に粗品プレゼント
※各日100名様ずつ
☆お米特売

年末感謝セール
12/21㈯～12/24㈫
☆1,000円以上お
買上げのお客 様
に粗品プレゼント
※各日50名様ずつ
☆お米特売

年末感謝セール
12/28㈯～12/29㈰
☆1,000円以上お
買上げのお客 様
に粗品プレゼント
※各日50名様ずつ
☆お米特売

年末感謝セール
12/28㈯～12/30㈪
☆1,000円以上お
買上げのお客様に
粗品プレゼント
※各日50名様ずつ
☆お米特売

燃
料
関
係

農
産
物
直
売
所

一
般
業
務
・
Ａ
Ｔ
Ｍ

❺



　　　スマート農業技術実演・展示会
　　当イベントは埼玉県、行田市、北埼玉スマート農業研究会主催の取組です

■日　時：令和６年12月25日㈬　12：00～16：00
■場　所：行田グリーンアリーナ（行田市大字和田1242）及び、近隣ほ場
■対　象：スマート農業に関心のある農業者、農機メーカー、農機具販売店、関係機関など
■内　容：●研修室　13：00～13：50　スマート農業技術導入実例発表
　（予定）　　　　　　・「自動操舵トラクタ、こんな作業に使っています！」
　　　　　　　　　　　㈱はせがわ農園　代表取締役　長谷川浩氏　（主穀作）
　　　　　●サブアリーナ　12：00～16：00　　展示会
　　　　　　　　　　　　　各種スマート農業技術の展示
　　　　　●近隣ほ場　　　14：10～15：50　　実演会
　　　　　　　　　　　　　ドローンやラジコン草刈り機などの実演
■詳細・参加申込み：下記のURL・右記の二次元バーコードからお申込みください
　　　　　　　　　　https://smartagri-navi.pref.saitama.lg.jp/event/2565/
■申込締切：令和６年12月22日㈰
※参加申込み時に、埼玉県が運営する「埼玉県スマート農業普及推進プラットフォーム」へのご

入会をお願いしております。（入会無料）
　いただいた個人情報は適切に管理し、埼玉県のスマート農業推進の用途・目的に限定して使用

させていただきます。
■問合せ：埼玉県農林部農業支援課　☎048-830-4050
　　　　　Ｅ-mail：a4040-11@pref.saitama.lg.jp

参加
無料

神々の道につながる伊勢への巡礼２日間

株式会社 農協観光　埼玉エリアセンター
☎０４８－８３０－１２１０

お申込み・
お問合せ先

・2033年に行われる式年遷宮の準備が始まる伊勢神宮へ参拝！
　※式年遷宮は20年に一度社殿などを造り替える神宮最大の儀式
・2024年に開通60周年を迎えた東海道新幹線に往復乗車
・ ３つの湯めぐりが楽しめる鳥羽湾に面した鳥羽シーサイドホテルにご宿泊
・ＪＡほくさいの支店から東京駅までラクラク往復送迎バス付

後援

～ＪＡほくさい  特 別 企 画 ～

１

２

ＪＡほくさい～　　　～東京駅―　　　―名古屋駅～　　　～熱田神宮～　　　～名古屋市内（昼食）～　

　　～名古屋城～　　　～鳥羽シーサイドホテルまたは同等クラス（宿泊）　　　　

ホテル～　　　～二見興玉神社～　　　～伊勢神宮 外宮～　　　～伊勢市内（昼食）…　　　…伊勢神宮 

内宮・おかげ横丁～　　　～名古屋駅ー　　　ー東京駅～　　　～ＪＡほくさい

5：30 ～ 6：00頃出発

8：40頃発

17：45頃着

20：15 ～ 20：45頃着

【マークの説明】～　　～バス　―　　　―電車　…　　…徒歩

ポ ンイ ト

●旅行期間：２０２５年３月１２日（水）～１３日（木）
　●旅行代金　　　89,000円

（大人お一人様　４名以上１室料金）
●ご利用予定ホテル：鳥羽シーサイドホテルまたは同等クラス
●募集締切日：2025年２月12日(水)
●募集人員：30名様（最少催行人員20名）
●添乗員：出発地より同行いたします
●利用貸切バス会社：三重交通または同等クラス

※交通機関等の都合により、日程の一部が変更になることがあります。予めご了承ください。

【行程】

❻



羽生中央支店
木元渉外
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㈱ジャックス保証

インターネット仮審査申込ご利用できます！

令和7年3月31日㈪までの
お申込分で、申込日から
3ヶ月以内に実行する案件

固定金利

変動金利

軽減金利（保証料込）

軽減金利（保証料込）

固定金利　　　　　　　　　（保証料込）

変動金利　　　　　　　　　（保証料込）

店頭標準金利から年▲1.225％

店頭標準金利から年▲2.800％

最大軽減金利

最大軽減金利

3.105年 ％

2.505年 ％

2.105年 ％

1.800年 ％
金利軽減項目

①ＪＡカード加入（既契約含む） 0.500％軽減
②給与振込指定者 0.500％軽減
③自動車共済代理店購入案件 0.300％軽減
④ JA ネットバンク契約者 0.200％軽減
⑤ JA ほくさい自動車センター購入案件 最大軽減適用
⑥ＪＡほくさい住宅ローンご利用者中の方 最大軽減適用
⑦マイカーローン借換案件 最大軽減適用
⑧投資信託積立契約者（既契約者含む） 最大軽減適用

軽減金利から

年

最
大 軽

減1.000％
※固定金利の場合（変動金利は最大

年0.705％の軽減となります。）

※変動金利は、毎回の約定返済日を基準として基準利率＋上乗せ幅で決定され、基準利率が変更になれば変更となります。

※店頭標準金利（保証料込）　固定金利：4.330％　変動金利：5.305％（令和６年１０月１日現在）
　上記店頭標準金利と軽減金利は、金融情勢等の変化により、見直しさせていただく場合があります。

詳しくはＪＡほくさい窓口へお問い合わせください
ローンセンター　☎ 048-560-5200
　　　　　　　　E-mail　loan-center＠jahokusai.jp

ＪＡ新マイカーローンＪＡ新マイカーローン

ご返済プランの一例　毎月のご返済額（変動金利 1.800％の場合）

５年（60 回） ７年（84 回） 10 年（120 回）

100 万円 17,440 円 12,679 円 9,112 円

200 万円 34,880 円 25,358 円 18,224 円

300 万円 52,321 円 38,038 円 27,336 円

https://jahokusai.jp/

携帯電話
からもお申込み
いただけます

❽



特徴的な枝枯れ（農研機構）り病樹の枯死

【
は
じ
め
に
】

　

昨
年
、
当
広
報
誌
で
火
傷
病
に

関
す
る
記
事
を
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
令
和
５
年
に
中
国

産
の
な
し
・
り
ん
ご
花
粉
を
使
用

し
た
方
に
は
調
査
協
力
、
在
庫
花

粉
の
引
き
取
り
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
火
傷
病
に
つ
い
て
】

　

火
傷
病
は
防
除
方
法
が
確
立
し

て
お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
り
ん
ご

や
な
し
以
外
に
も
、
か
り
ん
や
び

わ
な
ど
多
く
の
樹
種
に
感
染
し
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
一
度
発

生
し
て
し
ま
う
と
大
き
な
被
害
に

な
り
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
で
は
発
生
し
て
い

な
い
た
め
、
宿
主
植
物
の
果
実
や

花
粉
・
枝
な
ど
の
輸
入
を
禁
止
し

て
侵
入
警
戒
し
て
お
り
ま
す
。

【
過
去
に
購
入
さ
れ
た
中
国
産
の

な
し
・
り
ん
ご
花
粉
に
つ
い
て
の

お
願
い
】

　

令
和
５
年
８
月
ま
で
な
し
・
り

ん
ご
花
粉
を
中
国
か
ら
輸
入
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
令
和
５
年

８
月
に
中
国
で
の
火
傷
病
発
生
を

受
け
て
輸
入
禁
止
と
な
り
、
令
和

５
年
に
購
入
さ
れ
た
花
粉
の
在
庫

を
県
が
引
き
取
り
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

同
様
に
令
和
４
年
以
前
に
購
入

さ
れ
た
中
国
産
花
粉
に
つ
い
て
も

県
が
引
き
取
り
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
現
在
も
令
和
４
年

以
前
に
購
入
し
た
在
庫
を
お
持
ち

の
方
は
、
加
須
農
林
振
興
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
令
和
４

年
以
前
に
購
入
し
た
中
国
産
花
粉

を
使
用
し
た
場
合
で
も
火
傷
病
の

発
生
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
の
で
、

使
用
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま

過
去
に
購
入
し
た
中
国
産
の
な
し
・
り
ん
ご

花
粉
を
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
！

ニ
ュ
ー
サ
チ
ホ
ゴ
ー
ル
デ
ン
に
つ
い
て

す
。

【
火
傷
病
の
症
状
に
つ
い
て
】

　

特
徴
的
な
症
状
を
し
て
い
ま
す
。

葉
や
枝
が
火
に
あ
ぶ
ら
れ
た
よ
う

な
症
状
を
示
し
、
や
が
て
樹
全
体

が
枯
死
し
ま
す
。

　

枝
や
葉
柄
、
果
実
で
は
、
病
斑

部
か
ら
細
菌
泥
が
漏
出
す
る
こ
と

も
特
徴
で
す
。

　

令
和
７
年
産
と
し
て
導
入
さ
れ

た
ビ
ー
ル
用
大
麦
品
種
「
ニ
ュ
ー

サ
チ
ホ
ゴ
ー
ル
デ
ン
」
の
栽
培
の

注
意
点
を
紹
介
し
ま
す
。

【
播
種
】

　

播
種
は
、
11
月
25
日
～
12
月
５

日
頃
を
目
安
に
行
い
ま
す
。
播
種

量
は
５
～
６
㎏
、
播
種
深
は
２
～

３
㎝
と
な
る
よ
う
播
種
機
を
調
整

し
、シ
ー
ズ
ン
初
め
の
作
業
時
に
、

設
定
通
り
播
種
で
き
て
い
る
か
必

ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

【
施
肥
】

　

基
肥
は
窒
素
成
分
で
７
㎏
／

10
a
を
目
安
と
し
、
ほ
場
の
地
力

や
堆
肥
等
の
施
用
状
況
に
合
わ
せ

て
増
減
し
ま
す
。

　

追
肥
は
、
前
年
の
品
質
分
析
で

低
タ
ン
パ
ク
を
指
摘
さ
れ
た
場
合

や
、
葉
色
が
低
下
し
た
場
合
に
、

窒
素
成
分
で
２
㎏
／
10
a
を
上
限

に
施
用
し
ま
す
。
な
お
、
追
肥
に

よ
り
稈
長
が
伸
び
る
と
、
倒
伏
リ

ス
ク
が
高
ま
る
た
め
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

【
生
育
期
管
理
】

　

麦
踏
み
は
、
３
葉
目
が
出
て
き

た
ら
１
回
目
、
以
降
は
２
週
間
以

上
間
隔
を
空
け
、
茎
立
期
ま
で
に

２
～
３
回
程
度
実
施
し
ま
し
ょ

う
。

　

赤
か
び
病
防
除
は
、
穂
揃
期
後

10
日
頃
に
必
ず
実
施
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
近
年
の
高
温
・
多
雨

傾
向
に
よ
り
、
大
麦
で
も
赤
か
び

病
発
生
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
１
回
目
防
除
後
に
降
雨
が

あ
っ
た
場
合
は
、
収
穫
前
日
数
に

注
意
し
、
２
回
目
の
防
除
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

【
収
穫
・
調
製
】

　

収
穫
は
、
成
熟
期
（
大
部
分
の

穂
が
黄
褐
色
に
変
わ
り
、
３
～
４

割
の
穂
が
傾
い
た
頃
）
後
３
～
６

日
が
適
期
で
す
。
早
刈
り
は
発
芽

率
の
低
下
、
刈
り
遅
れ
は
外
観
品

質
の
低
下
を
招
く
た
め
、
計
画
的

に
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ニ
ュ
ー
サ
チ
ホ
ゴ
ー
ル

デ
ン
は
穀
皮
が
薄
く
、
剥
皮
が
発

生
し
や
す
い
た
め
、
必
ず
試
し
刈

り
を
行
い
、
扱
ぎ
胴
の
回
転
数
を

調
整
し
ま
し
ょ
う
。

　

ニ
ュ
ー
サ
チ
ホ
ゴ
ー
ル
デ
ン
は

今
作
か
ら
導
入
さ
れ
る
品
種
で

す
。
前
作
の
生
育
を
参
考
に
、
基

準
を
守
り
、
適
正
に
栽
培
し
ま

し
ょ
う
。

加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

農
業
支
援
部

☎
０
４
８
０
（
61
）
３
９
１
１
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当組合ホームページでは、ニュースストーリー（10頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　加須市園芸組合は10月22日、ＪＡ不動岡野菜集荷所で、生産者や
ＪＡ職員、市場関係者ら22人が集まり、越冬キュウリの目ぞろえ会
を開きました。
　来年春先までの長期出荷のため、規格の統一をはかり有利販売に繋
げることが目的です。　
　生産者が持ち寄ったＡ規格を並べ梱包を解いて、検査員を中心に
キュウリの太さや長さを手に取って確認しました。
　同組合の内田幸夫組合長は「今年は夏からの天候不順で温度変化が激しく栽培が難しくなっている。越
冬作は先が長いので品質の良いキュウリを長く出荷できるように頑張ろう」と挨拶しました。
　この日の出荷は750ケース（１ケース/５キロ）。
　２月上旬まで3,300トンを出荷する予定です。

　ＪＡ女性部羽生支部は10月16日にＪＡ本店で、ＮＰＯ法人「声とことばの力」健康朗読エキ
スパート指導士を講師に迎え、「いつまでもおいしく食べて、いきいき話すために」をコンセプ
トとした「げんごろう式健康朗読講座」を受講しました。同部員やＪＡ職員計16人が参加。
　参加者は、オーラルフレイルに陥る要因や健康寿命について学んだ後、腹式呼吸や健康的に声
を出すための体操で身体をほぐし、口を大きく開けて声を出す健口（けんこう）トレーニングを
行いました。
　仕上げの、リレーでバトンを渡していくように文書や作品を読みつないでいく「リレー朗読」
では、参加者全員、活舌よく発声できていました。

　ＪＡは10月19日に管内の消費者家族らを招き、鴻巣市の水稲農家
岡﨑誠さんのほ場約10アールで稲作体験教室を開きました。品種は「ほ
しじるし」。
　参加者は９家族と関係者ら約60人。
　ＪＡ共済連埼玉県本部の地域・農業活性化積立金を活用し、食農教
育と地域活性化が目的です。
　参加者は「初めて稲刈りをした。今はコンバインで刈り取るが、昔
の人は手で刈っていたので大変だっただろう」と汗を拭いていました。

　騎西農産物直売所利用組合は10月27日に加須市中種足のほ場で、同直売所利用者を対
象にした「サツマイモ収穫体験」を開きました。参加者は８組18人。サツマイモの品種
は「ベニアズマ」と「べにはるか」です。
　同組合はこの日の為に６月にサツマイモの苗を植え準備しました。
　参加者は10株のサツマイモを収穫し、大変喜んでいました。
　同組合の石川久雄組合長は「参加者に喜んでもらってやった甲斐がある。来年に向け栽
培方法を検討したい」と力強く語りました。

　ＪＡ年金友の会は、11月１日に羽生市の手子林公民館グラウン
ドで第９回ゲートボール大会を開催しました。
　開会にあたり、箱島登会長が「日頃の練習の成果を発揮して頑張
ってください」と挨拶しました。
　参加は羽生支部から２チーム、北川辺支部から１チーム。
　優勝は手子林Ａチームでした。
　参加者からは「元気に来年も参加したい」との声がありました。
また、最高齢の88歳で参加した中野日出子さん（北川辺チーム）
には、プレミアムシルバー賞が贈られました。

加須で越冬キュウリ目ぞろえ会開催

羽生女性部が健口（けんこう）体操受講

ＪＡが稲作体験教室

騎西地区でサツマイモ収穫体験

年金友の会ゲートボール大会開催

同組合員と関係者がＡ級品を確認

健口（けんこう）トレー
ニングをする同部長谷
川タマ子部長

稲作体験教室の参加者

収獲を楽しむ参加者

手子林Ａチーム（優勝）
後列左から竹村博さん、栗本保子さん、
儘田喜代子さん
前列左から江森孝子さん、箱島会長、
岡戸茂さん

�



当組合ホームページでは、ニュースストーリー（10頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　ＪＡは10月23日にＪＡ本店で、ＪＡほくさい子ども食堂贈呈式を開き、
大塚宏組合長が、フードパントリーや子ども食堂を運営する団体に、新米
の「彩のかがやき」750キロを贈りました。
　大塚組合長は、「ＳＤＧｓの理念である〝誰一人取り残さない社会〟を
実践するため、協同組合の力を発揮して地域に必要とされるＪＡを目指し
ます。ほくさい管内の美味しい新米を子ども達にたくさん食べさせてあげ
てください」と挨拶しました。
　寄贈は子育て支援を目的に、ＪＡ共済連埼玉県本部の地域・農業活性化
積立金を活用。
　新米は、行田市社会福祉協議会、羽生の杜、羽生子育てサポートキャロ

ット、すくすく広場など、13団体に配分し、支援を必要とする約320世帯に提供する他、管内の子ども食堂にも提供
されました。

ＪＡが子ども食堂に新米750㌔寄贈

子ども食堂に新米を寄贈する大塚組合長
（左から３番目）と蓮見専務（左）

ウサギの耳のような突起がある柿

　ＪＡ年金友の会大利根支部は10月22日に、加須市大利根運動公園で会員同
士の親睦と健康維持を目的にグラウンド・ゴルフ大会を開きました。
　参加者は155人。
　優勝は原道地区の松本正美さん。松本さんは「優勝できてうれしい。仲間に
恵まれ楽しくプレーできた」と話しています。
　準優勝から５位は以下のとおりです。
　準優勝：駒宮幸雄さん（東地区）
　第３位：加納勉さん（元和地区）
　第４位：田上清さん（原道地区）
　第５位：篠崎豊治さん（豊野地区）

　行田市斎条の松岡勝一郎さん宅で、ユニークな形の柿が発見されました。
　この柿は10月上旬に収穫されたものです。直径９㎝ほどの柿から、２か所ふくれ
あがっている部分があり、まるでウサギの耳のような形をしています。
　「面白い形の柿だったので、家族や友人にも披露した」と話す松岡さん。「食べるま
で、少しの間飾っておきたい」と笑顔で話しています。

　ＪＡの令和６年度採用職員４人は10月29日に、羽生市の（株）ほくさいグ
リーンアグリのほ場約10アールで、「彩のかがやき」の稲刈りを行いました。
　４人は同社の指導のもと、端刈りをした後コンバインの運転に挑戦し、農作
業を学びました。
　行田中央支店の深谷光職員は「初めてコンバインを運転した。少し怖かった
が、大変勉強になった。この研修を業務に活かしたい」と話していました。

　ＪＡは10月19日に、行田中央支店・川里中央支店・羽生中央支店で年金相談会を開催しました。
　この相談会はこれから公的年金を受け取る人や、今受け取っている年金に疑問があ
る方からの相談を無料でお受けするものです。
　ＪＡでは年金の専門家である社会保険労務士による相談を隔月で開いています。ご
相談を希望の方はお気軽に最寄りの支店までお申し出ください。

大利根地区年金友の会グラウンド・ゴルフ大会開催

ユニークな形の柿を発見！

新入職員が農業研修

年金相談会開催

後列左から篠崎さん、田上さん
前列左から駒宮さん、松本さん、加納さん

羽生中央支店での様子

令和６年度　年金相談会
●12月21日㈯　加須中央・騎西中央・北川辺・大利根中央支店
● ２月15日㈯　行田中央・川里中央・羽生中央支店

端刈りをする職員

�



酒巻古墳群
酒巻会館：行田市酒巻1492-1

行田市郷土博物館：行田市本丸17-23

能登の復興を祈った

行田市の
「田んぼアート」

ぎょうだ通 信
各地区の編集委員が自慢の人・モノ・場所を
ご紹介します。
今回は行田地区です。

病
室
の
母
が
別
れ
の
咳
ひ
と
つ　
　
　
　
　

大
利
根　

野
口　

勇
一

籾
殻
を
土
に
馴
染
ま
す
雨
と
な
り　
　
　
　

羽　

生　

樋
口
登
美
子

今
生
に
別
れ
い
く
た
び
返
り
花　
　
　
　
　

騎　

西　

持
塚　

悦
夫

水
攻
め
の
城
を
囲
み
て
豊
の
秋　
　
　
　
　

羽　

生　

五
月
女
文
子

陽
の
落
ち
て
次
の
暗
さ
の
速
き
こ
と　
　
　

北
川
辺　

江
田
尚
可
子

指
で
追
ひ
地
図
で
旅
す
る
秋
灯
火　
　
　
　

川　

里　

井
上
美
智
子

銀
杏
を
拾
ひ
孤
独
を
ま
ぎ
ら
わ
す　
　
　
　

行　

田　

荻
原　

増
夫

復
興
の
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
や
秋
惜
し
む　
　
　

羽　

生　

多
田
千
代
子

見
晴
か
す
忍
領
内
や
豊
の
秋　
　
　
　
　
　

川　

里　

黒
巣　

友
子

み
ず
い
ろ
の
道
の
駅
よ
り
梨
い
つ
つ　
　
　

騎　

西　

田
沼　

絹
子

冬
夕
焼
け
手
を
繋
ぎ
た
い
街
の
暮　
　
　
　

川　

里　

木
暮　

浅
代

デ
パ
ー
ト
の
北
の
入
り
口
焼
芋
屋　
　
　
　

加　

須　

野
中　

栄
子

冬
ざ
れ
や
ト
タ
ン
剥
が
れ
し
ポ
ン
プ
小
屋　

羽　

生　

木
本　

政
秋

身
に
泌
む
や
被
爆
語
り
手
平
和
賞　
　
　
　

騎　

西　

泉
津
井　

清

長
き
夜
や
合
同
句
集
読
み
返
す　
　
　
　
　

羽　

生　

長
瀬　

三
男

ト
ラ
ッ
ク
で
帰
り
し
案
山
子
我
に
似
て　
　

行　

田　

荒
井　

王
子

不
動
尊
の
み
仏
と
い
て
秋
深
し　
　
　
　
　

加　

須　

松
永　

喜
芳

新
米
と
米
寿
む
か
え
た
今
朝
の
風　
　
　
　
　

〃　
　

内
田
喜
代
子

石
こ
ろ
の
影
に
躓
く
年
の
暮
れ　
　
　
　
　

行　

田　

須
加　

信
子

四
季
の
国
飛
び
越
す
季
節
年
も
暮
れ　
　
　

加　

須　

田
口　

悦
子

敬
老
日
目
と
目
が
先
の
意
思
疎
通　
　
　
　
　

〃　
　

田
島　

許
子

筑
波
嶺
や
あ
か
ね
に
暮
れ
て
月
見
草　
　
　

羽　

生　

平
井　

昭
政

パ
ラ
ソ
ル
を
さ
し
て
草
と
る
お
か
あ
さ
ん　

加　

須　

谷
川
常
五
郎

※
２
月
号
へ
の
投
句
は
、
12
月
25
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
３
４
８
‐
８
５
１
３ 

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
支
援
課
（
住
所
不
要
）
宛
て
に
お
願
い
し
ま
す
。
令
和

６
年
10
月
１
日
か
ら
通
常
は
が
き
の
郵
送
料
金
が
85
円
に
変
わ
り
ま
し
た

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
応
募
資
格
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
管
内
に
お
住
い
の

方
。
誌
面
等
の
都
合
に
よ
り
投
句
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
方
の
句
を
掲
載
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
投
句
は
折

原
歩
留
先
生
の
手
直
し
を
経
て
、
掲
載
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
原
野
歩
留　

選

囲
炉
裏
端
わ
れ
よ
り
小
さ
き
親
父
ゐ
て　
　
　

行　

田　

永
沼
規
美
雄

（
評
）作
者
は
七
十
八
歳
と
聞
く
。
そ
の
親
父
と
な
れ
ば
百
歳
を
超
え
て
い

る
は
ず
。
現
実
な
の
か
思
い
出
な
の
か
分
か
ら
な
い
が
囲
炉
裏
と
あ
る
の

で
後
者
と
思
わ
れ
る
。
子
供
の
こ
ろ
の
親
父
は
大
き
く
威
厳
が
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
。
栄
枯
盛
衰
と
は
正
に
こ
の
事
。

　行田市の田んぼアートは2015年にギネス世界記録に認定
され、今年で17年目を迎えました。
　今年は、石川県能登地方の復興を祈って、能登の伝統行事
「キリコ祭り」を題材に選びました。
　キリコ祭りは「灯り舞う半島　能登〜熱狂のキリコ祭り」
として日本遺産に登録されており、行田市も「和装文化の足
元を支え続ける足袋蔵のまち行田」で日本遺産に登録されて
いて、日本遺産のつながりを踏まえデザインを決めました。
　また、文字は石川県能登町にある同県立能登高校の書道部
員が制作した文字を採用しました。
　行田市の古代蓮の里東側の田んぼ2.8㌶で６月８、９日の
２日間、ボランティアら約800人が、「彩のかがやき」の他、
白い「ゆきあそび」や赤い「べにあそび」、黒い「ムラサキ

905」の苗を植えました。
　10月13日にボランティ
ア222人が「彩のかがや
き」を刈り取りました。そ
の後、「彩のかがやき」以外の稲を刈り、ほ場はキャンバスの役目を終え
ました。
　収獲した「彩のかがやき」は参加したボランティアへ配布され、絵の色
付きの部分の米は飼料用米として活用されます。

Ｒ６年度の能登の復興を祈った田んぼアート
写真提供：行田市

稲刈り後の田んぼアート
写真提供：行田市

10月13日の稲刈りの様子
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米
と
野
菜
を
生
産
し
販
売
し

て
い
ま
す
。
令
和
６
年
分
の
決

算
と
確
定
申
告
に
お
い
て
留
意

す
べ
き
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

所
得
計
算
の
原
則

　

農
業
所
得
の
金
額
は
、一
暦
年（
１

月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
）
の
総

収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費
を
控
除
し

て
計
算
し
ま
す
。
農
業
所
得
の
総
収

入
金
額
は
農
産
物
の
販
売
代
金
の
ほ

か
奨
励
金
等
の
雑
収
入
で
そ
の
年
に

お
い
て
収
入
す
べ
き
金
額
で
す
。
現

金
の
受
け
払
い
を
も
と
に
損
益
を
計

算
で
き
る
の
は
青
色
申
告
者
の
う
ち
、

前
々
年
の
専
従
者
給
与
の
額
を
控
除

令
和
６
年
分
の
確
定
申
告
に

当
っ
て

す
る
前
の
金
額
が
３
０
０
万
円
以
下

で
あ
っ
て
、
税
務
署
長
に
「
現
金
主

義
に
よ
る
所
得
計
算
」
の
届
出
を
さ

れ
た
者
に
限
ら
れ
ま
す
の
で
留
意
し

て
下
さ
い
。

農
業
所
得
の
金
額

　

穀
類
な
ど
保
存
の
き
く
農
産
物
は

収
穫
し
た
と
き
に
収
穫
し
た
時
の
価

額
で
全
収
量
分
を
計
上
し
ま
す
。
野

菜
や
花
卉
・
果
物
・
畜
産
物
は
出
荷

し
た
時
に
出
荷
し
た
時
の
価
額
を
売

上
に
計
上
し
ま
す
。
例
え
ば
穀
類
は

農
協
へ
の
委
託
販
売
（
共
同
計
算
）

に
と
も
な
う
仮
渡
金
額
で
す
。
庭
先

で
の
販
売
代
金
や
共
同
計
算
の
過
年

度
の
精
算
金
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
販
売
を
伴
わ
な
い
家
事
消
費

の
み
の
農
業
に
よ
る
所
得
は
農
業
所

得
で
は
な
く
雑
所
得
に
な
り
ま
す
か

ら
留
意
し
て
下
さ
い
。

農
業
所
得
の
必
要
経
費

　

農
産
物
の
生
産
原
価
・
販
売
費

用
・
施
設
費
用
・
支
払
利
息
・
共
済

掛
金
・
管
理
費
用
は
農
業
所
得
の
必

要
経
費
に
な
り
ま
す
。
年
末
に
は
生

産
物
や
生
産
資
材
な
ど
の
現
物
を
棚

卸
し
す
る
と
と
も
に
、
売
上
げ
や
必

要
経
費
に
つ
い
て
未
収
・
未
払
、
前

受
・
前
払
い
の
決
算
処
理
を
し
て
売

上
高
に
対
す
る
今
年
の
必
要
経
費
を

確
定
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

定
額
減
税
と
確
定
申
告

　

今
年
は
定
額
減
税
が
あ
り
ま
す
。

令
和
６
年
分
の
合
計
所
得
金
額
（
純

損
失
等
の
繰
越
控
除
前
の
金
額
）
が

１
８
０
５
万
円
以
下
の
納
税
者
に
対

し
て
定
額
減
税
が
行
わ
れ
ま
す
。
納

税
者
本
人
に
つ
き
所
得
税
で
３
万
円
、

配
偶
者
及
び
扶
養
親
族
も
一
人
に
つ

き
３
万
円
の
特
別
控
除
が
あ
り
ま
す
。

給
与
所
得
者
は
６
月
分
の
源
泉
徴
収

税
額
か
ら
控
除
し
、
控
除
し
き
れ
な

い
部
分
は
翌
月
以
降
に
順
次
控
除
し

ま
す
。
な
お
控
除
し
き
れ
な
い
部
分

は
年
末
調
整
に
お
い
て
控
除
し
ま
す
。

年
金
所
得
者
は
６
月
分
の
年
金
支
給

額
に
対
す
る
源
泉
徴
収
税
額
か
ら
控

除
し
、
控
除
し
き
れ
な
い
部
分
は
翌

月
以
降
に
順
次
控
除
し
ま
す
。
個
人

事
業
主
は
７
月
（
第
１
期
）
の
予
定

納
税
額
か
ら
控
除
し
、
控
除
し
き
れ

な
い
部
分
は
11
月
（
第
２
期
）
の
予

定
納
税
額
か
ら
控
除
し
ま
す
。
な
お

引
き
き
れ
な
い
部
分
は
確
定
申
告
に

お
い
て
精
算
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
住
民
税
の
特
別
控
除
は
納
税

者
本
人
に
つ
き
１
万
円
、
配
偶
者
及

び
扶
養
親
族
一
人
に
つ
き
１
万
円
と

さ
れ
、
給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
税
額

か
ら
控
除
し
、
控
除
し
き
れ
な
い
部

分
は
調
整
給
付
金
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
の
登
録
と
申
告
納
税

　

消
費
税
の
適
格
請
求
書
等
の
発
行

事
業
者
に
な
る
こ
と
を
希
望
し
税
務

署
長
に
登
録
さ
れ
た
者
は
、
基
準
期

間
（
前
々
年
）
の
課
税
売
上
高
が
一

千
万
円
以
下
で
あ
っ
て
も
消
費
税
の

課
税
事
業
者
と
し
て
消
費
税
を
申
告

納
税
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
簡

易
課
税
は
も
と
よ
り
２
割
特
例
の
適

用
を
受
け
て
計
算
し
た
消
費
税
の
納

税
額
は
農
業
所
得
や
不
動
産
所
得
の

必
要
経
費
に
な
り
ま
す
。

誤
り
や
す
い
取
引
事
例

　

売
上
高
の
集
計
誤
り
や
売
上
高
の

分
散
記
録
を
原
因
と
す
る
修
正
申
告

書
の
提
出
が
増
え
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
庭
先
で
領
収
書
を
発
行
し
な
い

現
金
取
引
、
出
荷
先
や
取
引
先
毎
に

設
定
し
た
口
座
へ
入
金
さ
れ
た
売
上

高
を
集
計
し
な
か
っ
た
事
例
。
宅
急

便
の
運
賃
を
仮
受
け
処
理
し
な
が
ら
、

精
算
時
の
運
賃
を
改
め
て
運
賃
手
数

料
と
し
て
費
用
に
計
上
し
た
り
、
農

場
の
取
扱
い
手
数
料
の
受
取
り
分
が

計
上
漏
れ
に
な
る
事
例
。
結
果
と
し

て
売
上
高
の
過
少
申
告
や
費
用
の
過

大
計
上
に
な
り
ま
す
か
ら
留
意
し
て

く
だ
さ
い
。

相
続
が
あ
っ
た
場
合
の
農
業
所
得

　

農
業
を
営
ん
で
い
た
被
相
続
人
の

農
業
経
営
を
承
継
し
た
相
続
人
は
、

相
続
開
始
の
と
き
か
ら
年
末
ま
で
の

間
の
農
業
所
得
は
相
続
人
の
農
業
所

得
と
し
て
申
告
納
税
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
な
お
、
相
続
開
始
年
の
１

月
１
日
か
ら
相
続
開
始
日
ま
で
の
期

間
の
農
業
所
得
は
、
相
続
人
が
相
続

開
始
の
日
の
翌
日
か
ら
４
ケ
月
以
内

に
準
確
定
申
告
と
し
て
申
告
納
税
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

相
続
人
の
開
業
届
等

　

な
お
、
事
業
を
承
継
し
た
相
続
人

は
、
被
相
続
人
の
廃
業
届
出
書
と
相

続
人
の
開
業
届
書
を
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
相
続
人
が
青
色
申
告

を
希
望
す
る
場
合
は
、
準
確
定
申
告

書
の
提
出
期
限
ま
で
に
『
青
色
申
告

承
認
申
請
書
』
と
『
青
色
専
従
者
給

与
に
関
す
る
届
出
書
』
を
提
出
し
て

お
く
と
提
出
年
分
か
ら
青
色
申
告
者

に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�



二重マスの文字を
Ａ～Ｅの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
12
月
24
日
の
夜
の
こ
と
。
聖
夜
と

も
い
い
ま
す

❷
甘
い
お
菓
子
の
こ
と
で
す

❸
―
―
の
授
業
で
、
冬
の
星
座
に
つ

い
て
学
ん
だ

❹
昭
和
の
頃
の
録
音
媒
体
。
た
る
む

と
鉛
筆
で
巻
き
ま
し
た

❻
ギ
ャ
ン
ブ
ル
で
す

❽
ど
て
ら
に
詰
め
ら
れ
て
い
る
も
の

❿
安
心
し
た
と
き
に
ホ
ッ
と
も
ら
し

ま
す

⓭
忘
年
会
で
部
長
が
―
―
の
音
頭
を

取
っ
た

⓯
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
乗
り
物

⓱
彼
は
―
―
と
も
に
認
め
る
本
の
虫

だ⓳
―
―
、
乙
、
丙
、
丁

〈
応
募
の
方
法
〉

・ 

ハ
ガ
キ
に
答
え
、
住
所
、
氏
名
、

年
令
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

〒
３
４
８
ー
８
５
１
３　
Ｊ
Ａ
ほ

く
さ
い
営
農
支
援
課
宛
送
付
（
住

所
の
記
入
は
不
要
で
す
）、
ま
た

は
各
支
店
・
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

窓
口
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ご
応

募
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
管
内
（
行
田

市
・
鴻
巣
市
川
里
地
区
・
羽
生

市
・
加
須
市
）
に
お
住
ま
い
の
方

に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・ 

応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ

さ
い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

・ 

締
切
は
令
和
６
年
12
月
末
日
到
着

分
ま
で
。

・ 

正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を

お
贈
り
し
ま
す
。

・ 

令
和
６
年
10
月
１
日
よ
り
通
常
は

が
き
の
郵
便
料
金
が
85
円
と
な
り

ま
し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応

募
用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び

ご
意
見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用

い
た
し
ま
せ
ん
）

〈
11
月
号
の
答
〉

　

ホ
シ
ガ
キ

タ
テ
の
カ
ギ

❷
墨
を
す
る
と
き
に
使
い
ま
す

❺
英
国
の
文
化
に
つ
い
て
学
び
、
―

―
を
深
め
た

❼
外
為
の
「
為
」
を
略
さ
ず
に
い
う

と❾
氷
の
張
っ
た
湖
で
楽
し
む
人
も
い

る
ス
ポ
ー
ツ

⓫
令
和
6
年
の
干
支
（
え
と
）
は
―

―
、
令
和
7
年
は
巳
（
み
）
で
す

⓬
残
っ
た
お
で
ん
に
具
を
―
―
し
て

煮
直
し
た

⓮
ズ
ボ
ン
を
買
っ
た
あ
と
で
上
げ
る

こ
と
も

⓰
使
っ
て
は
い
け
な
い
技
の
こ
と

⓲
だ
し
を
取
る
の
に
使
う
小
魚
の
干

物⓴
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
一
種
で
す

㉑
風
邪
の
予
防
に
、
ガ
ラ
ガ
ラ
ガ
ラ

　
早
い
も
の
で
猛
暑
だ
っ
た
１
年
も
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
１
年
、
広
報
誌
を
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
12
月
は
イ
ベ
ン
ト
続
き
。

　
年
末
に
向
け
て
疲
れ
が
溜
ま
り
ま
す
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
美
味
し

い
食
べ
物
で
、
良
い
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

　
�

Ｍ
・
Ｏ

編
集
後
記

☆
10
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
は
次
の
８
名
で
す
。

　
記
念
品
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

☆
森
田
八
重
子
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
杉
浦　
美
子
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
永
澤　
幸
一
さ
ま
（
川
　
里
）

☆
春
山　
哲
一
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
田
口　
孝
子
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
堀
越　
浩
代
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
田
口　
悦
子
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
中
里　
寿
登
さ
ま
（
大
利
根
）

�
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